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10月の行事予定

　

　　  

 

雪
辱
を
果
た
し
て
三
年
生
が
優
勝

　

一
・
二
年
生
も
大
健
闘
を
見
せ
る

※発行時の予定です。

　変更に注意してください。

数
学
科　
　

入
部　

亮

裾
野
を
広
げ
る

猛
暑
に
涼
や
か
な
音
楽
の
贈
り
物

第
四
十
三
回
定
期
演
奏
会

　

８
月
10
日
（
月
）
、
令
和
２
年
度
の
定
期
演

奏
会
が
宝
山
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
は
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
と
い

う
こ
と
で
例
年
以
上
に
盛
大
な
演
奏
会
で
し
た

が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
例
年
と
比
べ

て
慎
重
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。
音
楽
担
当
の
新
福
先
生
を
中
心
に
、
吹
奏

楽
部
・
音
楽
部
顧
問
、
芸
術
科
、
保
健
課
の
先

生
方
、
生
徒
会
も
加
わ
っ
て
、
入
念
な
感
染
症

対
策
が
と
ら
れ
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
保
護

者
か
ら
は
「
し
っ
か
り
と
し
た
対
策
が
取
ら
れ

て
い
た
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　　

　

感
染
予
防
の
た
め
来
場
は
在
校
生
・
保
護
者
・

職
員
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご

鑑
賞
い
た
だ
い
た
皆
様
、
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

十
年
ほ
ど
前
の
夏
休
み
。
一
生
に
一
度
は
富
士

山
に
登
っ
て
み
た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
た
夢
が

つ
い
に
実
現
し
た
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
あ
の
と
き
の
感
動
は

今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。
五
合
目
か
ら
登
山

を
ス
タ
ー
ト
し
、
八
合
目
の
山
小
屋
に
到
着
。
運

動
不
足
の
私
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
ま
で
来
る
だ
け

で
も
へ
と
へ
と
で
あ
っ
た
が
、
水
色
と
ピ
ン
ク
に

染
ま
っ
た
空
に
、
薄
く
月
が
現
れ
る
今
ま
で
見
た

こ
と
も
な
い
よ
う
な
光
景
が
、
疲
れ
を
全
部
忘
れ

さ
せ
て
く
れ
た
。
夕
食
・
仮
眠
を
と
り
、
未
明
に

山
小
屋
を
再
出
発
し
、
そ
の
後
山
頂
に
到
着
。
適

当
な
場
所
に
陣
取
り
、
ご
来
光
を
待
つ
。
東
側
の

空
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
刻
々
と
変
化
し
、
心
が

躍
る
。
そ
し
て
真
っ
赤
で
真
ん
丸
の
朝
日
が
昇
る

と
、
周
り
か
ら
も
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
感
動
の
ご

来
光
で
あ
る
。
ご
来
光
を
望
ん
だ
後
、
富
士
山
頂

の
一
番
高
い
場
所
で
あ
る
剣
ヶ
峰
に
登
り
、
山
頂

部
の
火
口
を
ぐ
る
っ
と
回
る
「
お
鉢
巡
り
」
を
し

て
か
ら
下
山
。
標
高
三
七
〇
〇
ｍ
越
え
の
富
士
山

頂
で
の
絶
景
は
、
ご
来
光
だ
け
で
な
く
、
歩
け
そ

う
な
く
ら
い
眼
下
の
空
を
埋
め
る
雲
海
と
房
総
半

島
ま
で
そ
び
え
立
つ
影
富
士
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と

関
東
平
野
の
夜
景
の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
格
別
で
あ
っ

た
。

で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
富
士
山
は
古
来

よ
り
日
本
の
象
徴
で
あ
り
、
山
岳
信
仰
や
葛
飾
北

斎
の
浮
世
絵
の
題
材
に
も
な
っ
た
。
そ
の
文
化
的

意
義
が
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、
富
士
山
は
二
〇
一

三
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
（
文
化
遺
産
）
に

登
録
さ
れ
た
。
こ
の
富
士
山
が
美
し
い
の
は
、
や

は
り
頂
上
か
ら
の
あ
の
稜
線
が
あ
る
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
富
士
山
は
静
岡
県
と
山
梨
県
に
跨

が
る
よ
う
に
そ
び
え
立
ち
、
広
大
な
裾
野
を
も
っ

て
い
る
。

　

富
士
山
に
関
す
る
本
を
読
ん
だ
と
き
、
「
裾
野

論
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
裾
野
論
で
は
、
こ

の
富
士
山
の
頂
を
、
目
に
見
え
る
成
果
ま
た
は
失

敗
と
し
て
考
え
る
。
私
た
ち
は
目
に
見
え
る
成
果

や
失
敗
ば
か
り
に
注
目
し
が
ち
だ
が
、
裾
野
論
で

重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
結
果
よ
り
も
、
そ
れ
を
支

え
る
広
大
な
裾
野
に
注
目
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
朝
起
き
て
眠
る
ま
で
の
生
活
を
も
う
一
度
振

り
返
っ
て
み
よ
う
。
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
て

い
る
か
、
気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
が
で
き
て
い
る

か
、
清
掃
は
心
を
込
め
て
や
っ
て
い
る
か
…
…
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
一
つ
一
つ
が
や
が
て
広
大
な
裾

野
に
な
り
、
確
か
な
力
を
し
っ
か
り
と
支
え
て
い

く
の
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を

丁
寧
に
や
っ
て
い
け
ば
、
や
が
て
人
の
気
持
ち
が

分
か
り
、
小
さ
な
変
化
に
気
づ
き
、
そ
の
積
み
重

ね
が
広
大
な
裾
野
に
な
っ
て 

や
が
て
富
士
山
の

よ
う
な
名
峰
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
思
う
よ
う
な
行
動
が
と
れ

な
い
日
々
が
続
い
て
い
る
が
、
君
達
に
は
、
ぜ
ひ

日
頃
の
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を
振
り
返
り
、
あ

る
べ
き
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
大
き
く
成
長
し
て

ほ
し
い
。

富士山と田子の浦の風景。美しい裾野を
引く成層火山の典型である富士山は、古
来より多くの歌にも詠まれてきました。

　

名
峰
富
士
山
は
標
高
三
七
七
六
ｍ
を
誇
る
活
火

山
で
あ
る
。
そ
の
頂
か
ら
美
し
い
稜
線
を
描
き
、

裾
野
は
は
る
か
彼
方
ま
で
ひ
た
す
ら
に
続
く
。
標

高
日
本
第
一
位
の
富
士
山
が
、
第
二
位
の
南
ア
ル

プ
ス
北
岳
と
一
線
を
画
し
て
い
る
の
は
、
高
さ
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
威
風
堂
々
た
る
立
ち
姿

　　

残
念
な
が
ら
県
の
吹
奏
楽
・
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
が
中
止
と
な
っ
た
部
員
に
と
っ
て
、
今
回
の

定
期
演
奏
会
は
集
大
成
の
場
で
あ
り
、
ま
た
同

時
に
、
三
年
生
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
練
習

の
成
果
を
披
露
で
き
る
最
後
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
あ
る
程
度
の
緊
張
感
も
あ
り
な
が
ら
、

今
回
の
演
奏
会
が
開
催
で
き
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
、
心
温
ま
る
、
の

び
の
び
と
し
た
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ロビーの受付では、
非接触型の体温計で
検温を実施しました。

鑑賞時には、1席ずつ間隔を空けて着
席することにご協力いただきました。

のびやかな歌声が印象的だった
音楽部の合唱の様子

３２Ｒ赤瀨安寿美さんのピアノと
吹奏楽部との共演

　ポップス・ステージの
　ソロパートの演奏後は、
　温かい拍手が送られます

幕間のコーラスには、本校
音楽部ＯＧの上村萌先生も
特別出演しました

第
七
十
二
回
体
育
祭

　

９
月
５
日
（
土
）
、
第
72
回
体
育
祭
が
本
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
・
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
B
e 

T
h
e 

O
n
e 

～ 

燃
や
せ
情
熱
!! 

つ
な
げ
全
力
!!
」
。

考
案
者
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
伊
地
知
朋
也

君
（
24
Ｒ
）
、
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
福
山
日
奈
子
さ

ん
（
33
Ｒ
）
で
す
。

　

夏
休
み
明
け
の
授
業
再
開
以
降
、
本
格
的
な
練

習
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
猛
暑
が
続
き
、

熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
練
習
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
加
え
て
、
直
前
に
台
風
九
号
が
接
近

し
、
急
遽
、
予
行
を
一
日
前
倒
し
で
実
施
す
る
な

ど
、
体
育
科
・
教
務
課
を
中
心
に
、
臨
機
応
変
に

対
応
し
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
の
た
め
密
接
を
伴
う
競
技

の
変
更
・
見
直
し
を
行
い
、
例
え
ば
マ
ス
ゲ
ー
ム

で
は
組
体
操
を
徒
手
体
操
へ
と
変
更
し
ま
し
た
。

「
鶴
」
を
テ
ー
マ
に
、
ど
の
よ
う
な
逆
境
に
も
負

け
な
い
鶴
丸
生
の
飛
翔
を
表
現
。
曲
の
タ
イ
ト
ル

は
「
G
O 

F
O
R 

V
I
C
T
O
R
Y
」
。
一
・

二
年
生
か
ら
、
来
春
に
向
け
て
奮
起
す
る
三
年
生

の
先
輩
た
ち
へ
の
エ
ー
ル
と
な
る
、
心
の
こ
も
っ

た
演
技
で
し
た
。
さ
ら
に
三
年
生
の
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
で
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
臙
脂
色
の

手
袋
を
着
用
す
る
工
夫
を
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
昨
年
の
雪
辱
に
燃
え
る
三
年
生
が
各

種
目
で
強
さ
を
見
せ
つ
け
優
勝
。
惜
し
く
も
優
勝

は
逃
し
ま
し
た
が
、
一
・
二
年
生
も
大
健
闘
を
見

せ
ま
し
た
。
閉
会
式
後
は
翌
日
以
降
の
台
風
十
号

に
備
え
た
片
付
け
ま
で
無
事
に
終
了
し
、
体
育
祭

を
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「スーパーガール」の競技風景 フォークダンスは手袋を着用

応援団による熱のこもった演舞 マスゲームより傘を使った演技

日 曜日 行事 校時
時間割変更等

学食

1 木
秋季休業日

×

2 金
後期始業式・LHR
大学入学共通テスト出願 45分 ○

3 土
GTEC検定日
【駿台】九大 ×

4 日
【駿台】九大

×

5 月
学年朝会
SC来校（児玉先生） 5分遅 ○

6 火
健康診断(内科・歯科)（1年）

○

7 水
健康診断(内科・歯科)（3年）
学習に関するアンケート ○

8 木
３年実力考査（１日目）
健康診断(内科・歯科)（2年） ○

9 金
３年実力考査（２日目）

45分 ○

10 土
悠学講座③
大学生による学部学科紹介（１年）
３年進研記述

×

11 日
３年進研記述
英検第２回一次試験 ×

12 月
学校安全の日

5分遅 ○

13 火
ＳＣ来校（松田先生）

○

14 水 ○

15 木 ○

16 金
１・２年実力考査時間割発表
３年全統記述 ○

17 土
文化祭・３年生を激励する会
（西原商会アリーナ） ×

18 日
３年全統記述

×

19 月
文化祭代休

×

20 火 ○

21 水
立会演説会，生徒総会
SC来校（児玉先生） ○

22 木
耳鼻科検診（１年）

○

23 金
出前講義（１・２年） 月曜

授業
○

24 土
【河合】東大，京大，一橋，東工大，阪大

×

25 日
【河合】東大，京大，一橋，東工大
【北予備】鹿大，九大，熊大，長崎大，
　　　　　山口大，西南大，福大

×

26 月
１・２年実力考査（１日目）
１・２年学年ＰＴＡ

３年
金曜授業

○

27 火
１・２年実力考査（２日目）　　

○

28 水
進路講演会（２年） 1～6限

45分
○

29 木
ＳＣ来校（松田先生）
中掃除

午後
10分遅

○

30 金
１・２年ＰＴＡ欠席者会

○

31 土
１・２年進研記述
３年進研マーク ×


